




 

 

  

 

 

１．海洋立国日本の推進に関する特別な功績 分野 

普及啓発・公益増進 部門 
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功績の概要 
ダイオウイカの調査・研究を通じた深海
生物に関する普及啓発 

功  績  事  項 

１． 38 年余りを通じて頭足類（イカ・タコ類）の分類学、

生態学的研究に精力的に取り組み、17 の新種を発見

するとともに、食物網における頭足類の重要性を学

術誌や博物館展示・教育活動等を通じて普及啓発し

てきた。特にマッコウクジラとダイオウイカの関係

に着目し、2002 年より小笠原父島沖で調査を開始

し、2004 年には世界初となるダイオウイカの連続静

止画の撮影に成功、2006 年には海面での動画撮影に 

成功した。そして、2012 年には NHK 共同プロジェクトに参画し、自ら潜水艇に乗り込

み、人類で初めて深海で生きたダイオウイカとの遭遇を果たした。 

 

２． これらダイオウイカに関する一連の成果は、学術誌等

に発表されるとともに国内外の新聞、テレビ等のマス

メディアや、インターネット等を通じて世界中に広く

紹介され、専門分野の研究者のみならず一般の人々に

大変な驚きを与えた。特に 2013 年 1 月に放送された

NHK スペシャル「深海の超巨大イカ」の視聴率は

16.8％に達し、ドキュメンタリー番組としては最高の

記録を達成した。また国内だけでなく、この番組の英語 

バージョンが製作され、欧米各国で放送されており、 

世界中の青少年の深海生物への興味を引き起こす大きなうねりを作っている。 

 

３． また、2013 年夏に国立科学博物館で開催された特別展

「深海」の立案者として、海洋研究開発機構の藤倉博士

とともに企画・監修・図録編集を担当した。この特別展

では、深海探査の歴史から最新の研究成果まで、子供か

ら大人まで深く分かりやすく伝えることを目的として

開催され、三か月の開催期間で 59 万 3 千人余りの来場

者を迎えた。その他、2013 年の新語・流行語大賞の候

補に「ダイオウイカ」がノミネートされるなど、ダイ 

オウイカや深海に対する国民の関心を高めることに貢献している。  

深度 630ｍで観察されたダイオウイカ

潜水艇トライトンの内部 

特別展「深海」の会場の様子
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